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５ 重点目標を達成するための行動計画 

【本年度の行動計画】 

 

 具
体

目
標

 

 ・仲間と共に学び合い、学習内容の理解
を深めたり自分の考えを広げたりする
ことができる。 

・学年の目標時間を意識し、家庭学習に
継続して取り組むことができる。 

 
 

  
 

学期 サイクル 行 動 計 画 備 考 

１

学

期 

 

 

２

学

期 

 

 

 

３

学

期 

Plan 
Do 

 

Che 
ck 

Acti 
on 
Plan 
Do 
Che 
ck 

 

 

Acti 
on 

アクションプランの公表（ＨＰ） ・本年度のＡＰを公表する｡ 
・学校運営協議会を開催し､本年度のＡＰについて説明す

る｡ 
・ＡＰの実践 

○ 具体目標に沿った実践 

アクションプランの中間評価の実施 
及び公表（ＨＰ) 

・生徒、保護者、教師を対象に中間状況調査を実施する｡ 
・中間状況調査のデータを算出し､まとめる｡ 

・まとめたデータを基に､全体研修会を開催し､ 効果のあ

ったことや今後の課題等を明らかにするなど、２学期 
以降の実践について共通理解を図る｡(夏季休業中) 

○ 目標達成数値指標 

・各ＡＰとも達成目標を上回る。 

○ 中間評価の結果を生かした実践 ・中間評価の結果を受けて改善したことについて、実践 
を重ねる。 

アクションプランの年度末評価の実施 ・生徒、保護者、教師を対象に年度末評価を実施する。 

・年度末評価のデータを算出し、まとめる｡ 

・学校運営協議会を開催し、年度末評価結果について説

明するとともに、関連した学校運営や教育活動につい

ても意見を聞き、次年度の重点課題や具体目標を考え 
る際の参考にする。 

○ 目標達成数値指標 
・ＡＢＣＤ４段階による評価結果のＡ 

Ｂの占める割合が、中間評価を上回

る。 

評価結果の公表（ＨＰ） ・年度末評価結果を公表し､保護者や地域の方々の意見を

聞き、次年度の教育実践に生かす。 ○ 今年度の評価結果を踏まえ、次年度 
教育計画や評価活動を検討する。 

 

方
 
策

 

 ①生徒が自分の考えをもつための場の充
実を図る。 

②考えを深め合うための授業展開や学習
活動を工夫する。 

③家庭学習に結び付く授業の終末や帰り
学習を工夫する。 

 

①挨拶・清掃・歌唱の場面で生徒が主体的に活動でき
るよう、学級、学年、生徒会での活動を工夫す
る。 

②自己評価、相互評価を通して、自分のよさや友達の
よさを認め合う機会を多く設ける。 

③朝食をとることの重要性について再確認したり、食
生活を見直したりする機会を意図的に設定する。 

アクションプラン１ 

主体的に学ぶ生徒の育成 

 
 
・挨拶、清掃活動に主体的に取り組むとと
もに、歌唱活動等の表現活動に意欲的に
取り組むことができる。 

・学級、学年、行事等の活動を通して自分
や友達のよさを見付けることができる。 

・食生活について考えることを通して自ら
の健康管理ができる。 

達
 
成

 
目

 
標

 

 ①学習において、授業の中で自分の考え
をもち、それを伝えることができたと
自己評価する生徒が８５％以上 

②学習において、授業の中で他の意見を
聞き、考えを深めることができたと自
己評価する生徒が８５％以上 

③各学年の家庭学習の目標とする時間に
継続して取り組むことができたと自己
評価する生徒が８５％以上 
（１、２年生は１時間３０分、３年生
は２時間を目標時間とする） 

 

アクションプラン２ 

考えて行動する生徒の育成 

①進んで気持ちのよい挨拶をすることがで
きたと自己評価する生徒が８５％以上 

②仲間と協力し、サイレント清掃を実践で
きたと自己評価する生徒が８５％以上 

③歌唱活動に意欲的に参加することができ
たと自己評価する生徒が８５％以上 

④自他のよさを認め合うことができたと自
己評価する生徒が８５％以上 

⑤自らの健康のために食生活について考え
ることができたと自己評価する生徒が８
５％以上 

重点目標：「自ら挑戦、共に成長」 

Ａ
Ｐ

 


